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春日燈籠

雪見燈籠　（中台は転用石）

五重塔

雪見燈籠四仏石の手水鉢

宝篋印塔（笠部）

燈籠（中台は石臼） 燈籠

石塔
A ヒマラヤスギ

Ｂモミ

Ｃカエデ

Ｄモミ

Ｅアカマツ

Ｆウメ

Ｇスギ

Ｈモミジ Ｉ　トチ

Ｊ　ｴﾉｷ

Ｋサクラ

Ｌカエデ
ＭカエデＮマツ

Ｏマツ

Ｐサクラ

Ｋサクラ

Ｇスギ Ｄモミ

Ｍ左側のカエデ

九華堂東三句碑（１７３４年）
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燈籠

手
水
鉢

攬勝亭の石造品と樹木

手水鉢
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